
育ちと学びの応援ファイル「すくらむ」と
「個別の教育支援計画」との関わりについて
　①　「すくらむ」は支援を必要とする全ての子どもと保護者が、自らが中心となって作成、または保育園、学校、支援機関等と連携しながら作成することで、共通理解を図るとともに、新たな支援者や相談機関等に的確な説明や情報の引継がスムーズにできるようにするものです。
　②　作成した「ファイル」を、支援を受ける保育園、学校等に提示することで、子どもを理解し、本人に合ったサポートを受けやすくなると思われます。
　③　学校等では、保護者等から「ファイル」の提出があった場合には本ファイルを預かり「個別の教育支援計画」の一部として活用することができます。
　　　
　④　「すくらむ」に定める様式では不十分な場合は、それぞれに必要な様式を作成しファイルに加える、もしくは「すくらむ」で作成したシートを支援計画の一部として活用するなど、有効に活用してください。

　⑤　学校等ですでに作成している「個別の支援計画」等がある場合は、本ファイルのシートに変えて活用することもできます。

　⑥　小学校入学、中学校入学、転出時等には、ファイルを保護者に返却し、保護者から入学先の学校に引き継ぐか、保護者の許可を得て、直接学校に引き継ぐものとする。

